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発表の概要 

京都薬科大学では 2011年度より、地域連携活動の一環として山科区の小学生を

対象に理科実験講座を開催している。本講座は身近な科学現象を題材に、実験を

通して理科への興味を引き出し、その関心を継続させることを目的とする。さらに、市

民組織と協働し地域とのつながりを深めながら運営している。 

 2025年度は「水」をテーマに、「手でつまんで持てる水！容器がいらない水を作ろ

う」、「水が消えた！？水を吸う魔法の粉」の二つの実験を行った。対象は小学 4～6

年生で午前・午後の2回に分けて、計94名が参加した。市民組織の方々にはサポー

トスタッフとして児童の補助や安全管理を担っていただいた。 

 本発表では、サポートスタッフと児童の反応を中心に具体的な取り組みと支援内容

を報告し、地域連携活動における科学教育の成果と課題について考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




